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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月6日(2017.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材の殺生物活性を向上させる方法であって、
　カチオン性部分と、Ｎ－ハラミン部分及びＮ－ハラミン前駆体の少なくとも一つとを含
む化合物を、基材に結合させる結合工程を含む、方法。
【請求項２】
　前記化合物をハロゲン化して、前記Ｎ－ハラミン前駆体をＮ－ハラミン部分に変換する
工程を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記化合物をクロロ化して、前記Ｎ－ハラミン前駆体をＮ－ハラミン部分に変換する工
程を更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　カチオン性部分を含まない化合物に含まれるＮ－ハラミン前駆体がＮ－ハラミン部分に
変換される速度である第二の速度より早い第一の速度で、前記Ｎ－ハラミン前駆体がＮ－
ハラミン部分に変換される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第一の速度が前記第二の速度の約２倍である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記化合物を前記基材に結合させた後、前記化合物をクロロ化する、請求項３に記載の
方法。
【請求項７】
　前記結合工程が、前記化合物を前記基材にグラフトする工程を含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項８】
　前記結合工程が、前記基材にモジュールユニットをグラフトする工程と、前記化合物と
前記モジュールユニットとを実質的に錯形成させる工程と、を含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項９】
　前記Ｎ－ハラミン前駆体が、ヒダントインから誘導される、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ヒダントインが、５，５－ジメチルヒダントインである、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記Ｎ－ハラミン前駆体が、ピペリジンから誘導される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ピペリジンが２，２，６，６－テトラメチルピペリジンである、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記カチオン性部分が、アンモニウム部分を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記基材が、布、フィルム又はフォームを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記基材が、天然繊維、合成繊維又はこれらの混紡品を有する織布を含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項１６】
　前記織布が、コットン、ヘンプ、フラックス、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）
、Ｎ－（２－メチルブタ－３－イン－２－イル）アクリルアミド、又はこれらの組み合わ
せを含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記基材が、前記化合物を含むフィルムでコーティングされる、請求項１に記載の方法
。
【請求項１８】
　一般式（Ｉ）：
　Ｎ－ハラミン－Ｌ－ＱＵＡＴ　　　（Ｉ）
［式中、
　Ｎ－ハラミン部分は、一般式（ＩＩＩ）、一般式（ＩＶ）、又は一般式（Ｖ）を有する
環式Ｎ－ハラミン部分であり、
　一般式（ＩＩＩ）は、
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【化１】

であり、式中、
　波線はＬとの結合箇所を示し、
　ＹはＣＨ又はＮであり、
　Ｚは、存在しない、ＣＨ２又はＮＲ２３であり、
　Ｒ７は、ハロであり、
　Ｒ８及びＲ９は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４アル
コキシであり、又はＲ８及びＲ９は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４

アルコキシであり、又はＲ１０及びＲ１１は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ１２及びＲ１３は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４

アルコキシであり、又はＲ１２及びＲ１３は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ２３は、Ｈ又はハロであり、
　Ｚが存在せず、Ｒ８及びＲ９が一緒になって＝Ｏを形成するとき、Ｒ１２及びＲ１３は
、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、又はＣ１～Ｃ４アルコキシであり、
　一般式（ＩＶ）は、
【化２】

であり、式中、
　波線はＬとの結合箇所を示し、
　Ｄは、ＣＨ又はＮであり、
　Ｒ１４は、ハロであり、
　Ｒ１５及びＲ１６は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４

アルコキシであり、又はＲ１５及びＲ１６は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ１７及びＲ１８は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４

アルコキシであり、又はＲ１７及びＲ１８は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ１９及びＲ２０は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４

アルコキシであり、又はＲ１９及びＲ２０は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ２１及びＲ２２は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４

アルコキシであり、又はＲ２１及びＲ２２は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ１５及びＲ１６が一緒になって＝Ｏを形成するとき、Ｒ１７及びＲ１８は、それぞれ
独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、又はＣ１～Ｃ４アルコキシであり、
　Ｒ２１及びＲ２２が一緒になって＝Ｏを形成するとき、Ｒ１９及びＲ２０は、それぞれ
独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、又はＣ１～Ｃ４アルコキシであり、
　一般式（Ｖ）は、
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【化３】

であり、式中、
　波線はＬとの結合箇所を示し、
　Ｒ２４及びＲ２５は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４

アルコキシであり、又はＲ２４及びＲ２５は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ２６及びＲ２７は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４

アルコキシであり、又はＲ２６及びＲ２７は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ２８及びＲ２９は、それぞれ独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、若しくはＣ１～Ｃ４

アルコキシであり、又はＲ２８及びＲ２９は、一緒になって＝Ｏを形成しており、
　Ｒ３０は、ハロであり、
　Ｒ２４及びＲ２５が一緒になって＝Ｏを形成するとき、Ｒ２６及びＲ２７は、それぞれ
独立に、Ｈ、Ｃ１～Ｃ４アルキル、又はＣ１～Ｃ４アルコキシであり、
　ＱＵＡＴは、一般式（ＩＩ）を有し、
　一般式（ＩＩ）は、

【化４】

であり、式中、
　波線はＬとの結合箇所を示し、
　Ｒ１及びＲ２は、それぞれ独立に、Ｃ１～Ｃ６アルキルであり、
　Ｌ２は、存在しない、又はＬであり、
　Ａは、Ｒ３、一般式（ＩＩＩ）の環式Ｎ－ハラミン部分、一般式（ＩＶ）の環式Ｎ－ハ
ラミン部分、一般式（Ｖ）の環式Ｎ－ハラミン部分、又は－Ｎ＋Ｒ４Ｒ５Ｒ６であり、
　Ｒ３は、Ｌ２又はＣ１２～Ｃ１８アルキルであり、
　Ｒ４及びＲ５は、それぞれ独立に、Ｃ１～Ｃ６アルキルであり、
　Ｒ６は、Ｃ１～Ｃ１８アルキル又は－（ＣＨ２）ｐＢであり、
　ｐは、１～６であり、
　Ｂは、一般式（ＩＩＩ）の環式Ｎ－ハラミン部分、一般式（ＩＶ）の環式Ｎ－ハラミン
部分、又は一般式（Ｖ）の環式Ｎ－ハラミン部分であり、
　ＡがＲ３であるとき、Ｌ２は存在せず、
　Ａが一般式（ＩＩＩ）の環式Ｎ－ハラミン部分、一般式（ＩＶ）の環式Ｎ－ハラミン部
分、一般式（Ｖ）の環式Ｎ－ハラミン部分、又は－Ｎ＋Ｒ４Ｒ５Ｒ６であるとき、Ｌ２は
Ｌであり、
　Ｌは、Ｃ１～Ｃ６アルキル、環式芳香族若しくは非芳香族環、エーテル、ケトン、又は

【化５】
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であり、ｎ及びｍはそれぞれ独立に１～６である。］
を有する、殺生物性化合物。
【請求項１９】
　請求項１８に記載の殺生物性化合物の前駆体であって、
　各Ｎ－ハラミン部分の各ハロ置換基が水素で置き換えられており、前記ハロ置換基のハ
ロゲン化により、前記殺生物性化合物となる、前駆体。
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